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１
１
月
５
日
第
３
回
米
原
市
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
１
件
の
報
告
と

２
件
の
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
主
な
議
題
は
議
長
選
出
で
す
。
そ
の
審
議
の
中
で
、

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
保
守
系
会
派
１
０
人
（
創
政
ク
ラ

ブ
６
人
、
清
風
ク
ラ
ブ
３
人
、
無
会
派
１
人
）
と
市
長
与
党
の
政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ
（
７
人
）

の
市
議
会
議
長
の
押
し
付
け
合
い
で
す
。
市
議
会
議
長
は
、
二
元
代
表
制
の
中
で
米
原
市
を
代

表
す
る
一
方
の
代
表
で
あ
り
議
会
で
の
知
識
や
経
験
が
重
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
大
事
な
役
職

は
、
米
原
市
政
や
市
議
会
全
体
の
運
営
の
中
で
慎
重
に
計
っ
て
選
出
す
べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が

今
回
の
議
長
選
挙
で
、
保
守
系
は
政
研
マ
イ
バ
ラ
を
最
大
会
派
と
言
い
な
が
ら
、
保
守
系
の
１

０
人
は
完
全
に
一
致
し
た
行
動
を
と
り
、
会
派
の
思
惑
や
数
の
論
理
で
政
研
マ
イ
バ
ラ
の
議
員

を
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
雑
感 議

長
選
挙
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
結
果
で
し
た
。
ど
こ
か
の
市
で
は
、
議
長
選
挙
を
め
ぐ

っ
て
贈
収
賄
が
行
わ
れ
た
と
か
、
議
長
に
な
り
た
く
て
申
し
合
わ
せ
を
守
ら
な
い
議
長
や
議
員
が

い
た
と
か
。
議
長
に
な
り
た
く
な
い
人
に
議
長
を
押
し
付
け
る
姿
、
こ
れ
が
米
原
市
議
会
の
現
状

で
す
。
市
民
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。
襟
を
正
さ
な
く
て
は
。 

議
長
・
副
議
長
選
出
の
経
過 

１
、
執
行
部
提
出
議
案
が
全
員
一
致
で
可
決
後
、

的
場
議
長
か
ら
辞
職
の
申
し
出
が
あ
り
承
認
さ

れ
る
。（
議
長
は
１
年
任
期
の
申
し
合
わ
せ
が
あ

り
、
的
場
議
長
は
２
年
間
就
任
） 

２
、
副
議
長
が
議
長
に
な
り
、
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
投
票
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。 

 

竹
中
健
一
（
政
研
マ
イ
バ
ラ
） 
１
０
票 

 

鍔
田 

明
（
清
風
ク
ラ
ブ
） 

 
 

７
票 

 

清
水
隆
徳
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）
３
票 

３
、
本
会
議
場
で
、
竹
中
議
員
よ
り
「
当
選
１
年

の
新
人
議
員
が
な
ぜ
議
長
に
選
出
さ
れ
る
の

か
。
議
長
就
任
は
承
認
で
き
な
い
」
と
の
発
言

が
な
さ
れ
る
。 

４
、
議
会
は
休
会
と
な
り
、
議
会
運
営
委
員
会
が

開
催
さ
れ
る
。 

５
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
長
就
任
に
は
議

員
本
人
の
承
認
が
必
要
と
の
見
解
の
中
で
、
長

時
間
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
最
終
的
に
議
会

運
営
委
員
長
と
本
人
、
会
派
代
表
と
の
話
し
合

い
の
中
で
、「
こ
れ
以
上
議
会
を
混
乱
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
竹
中
議
員
が
承
認
。 

６
、
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
竹
中
議
員
が
議
長
と

な
り
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
投
票
結
果

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。 

 

吉
田
周
一
郎
（
政
研
マ
イ
バ
ラ
） 

１
０
票 

 

前
川 

明 

（
創
政
ク
ラ
ブ
） 

 

１
０
票 

同
数
と
な
り
、
く
じ
に
よ
る
選
出
と
な
り
、
く

じ
の
結
果
、
前
川
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

以
上
が
議
長
、
副
議
長
の
選
出
の
経
過
で
す
。 

 な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か 

 

議
長
選
挙
は
秘
密
投
票
で
す
が
、
議
員
相
互
の

話
で
総
合
す
る
と
、
保
守
系
議
員
が
一
致
し
て
、

竹
中
議
員
に
投
票
を
行
い
、
政
研
マ
イ
バ
ラ
が
鍔

田
議
員
に
投
票
し
た
結
果
と
判
断
さ
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
米
原
議
員
団
は
、
同
じ
会
派
の
清

水
議
員
に
投
票
し
ま
し
た
。 

な
ぜ
、
保
守
系
議
員
は
一
致
し
て
、
新
人
議
員

の
竹
中
議
員
に
投
票
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
現
在

の
議
員
構
成
が
、
保
守
系
１
０
人
、
市
長
与
党
７

人
、
共
産
党
３
人
の
た
め
で
す
。 

今
ま
で
議
長
は
保
守
系
か
ら
選
出
さ
れ
、
本
会

議
で
議
長
は
採
決
に
加
わ
れ
な
い
た
め
、
１
０
対

９
で
委
員
会
審
査
を
逆
転
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
例
が
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

反
対
意
見
書
」
と
「
政
府
の
過
剰
米
処
理
意
見
書
」

で
す
。
保
守
系
議
員
は
一
致
し
て
共
産
党
提
出
の

意
見
書
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。
平
和
の
問
題
や

農
家
の
切
実
な
米
価
に
対
す
る
意
見
書
も
こ
と

ご
と
く
つ
ぶ
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党

議
員
団
と
政
研
マ
イ
バ
ラ
が
共
同
す
る
こ
と
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
保
守
系
は
こ
れ
ら
が
許
せ

な
い
と
し
て
、
議
長
を
政
研
マ
イ
バ
ラ
に
押
し
付

け
る
こ
と
に
よ
り
本
会
議
で
の
数
の
確
保
を
優

先
し
た
結
果
で
す
。 

保
守
系
議
員
に
は
経
験
豊
富
な
議
員
も
お
り
、

議
長
に
な
り
た
い
と
い
う
議
員
も
い
ま
す
。
そ
れ

を
曲
げ
て
で
も
数
の
論
理
に
走
っ
た
の
が
、
今
回

の
議
長
選
で
す
。 

 保
守
系
の
横
暴
を
ゆ
る
さ
な
い 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な

今
回
の
保
守
系
議
員
の
横
暴
を
許
さ
な
い
と
い

う
立
場
で
、
副
議
長
選
挙
で
は
、
政
研
マ
イ
バ
ラ

の
吉
田
議
員
に
投
票
し
ま
し
た
。 

今
後
の
議
会
活
動
に
お
い
て
は
、
市
民
本
位
の

市
政
の
確
立
を
最
優
先
し
、
説
明
責
任
を
果
た

し
、
他
会
派
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
民
主
的

な
議
会
活
動
を
行
い
ま
す
。 


